
平成 30 年度

子育て支援拠点事業（ひろば型）分 笠原親子ひろば

事業目標：子育て家庭の親とその子どもが気軽に集い、うち解けた雰囲気の中で語り合える相互に交流を図る場を提供すること。

実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児 1132 乳幼児 1276

大人 972 大人 1031

その他 0 その他 0

乳幼児 26 乳幼児 30

大人 22 大人 22

その他 0 その他 0

乳幼児 51 乳幼児 74

大人 43 大人 55

その他 0 その他 0

乳幼児 94 乳幼児 215

大人 77 大人 190

その他 0 その他 0

乳幼児 121 乳幼児 127

大人 98 大人 105

その他 0 その他 0

乳幼児 83 乳幼児 48

大人 76 大人 46

その他 0 その他 0

乳幼児 1507 乳幼児 1770

大人 1288 大人 1449

その他 0 その他 0

指定管理施設事業評価表

項目
区
分

具体的内容

年度評価
平成２９年度の実施状況

7

子ども用の成りきり変装グッズを複数用意し
て、季節行事を楽しむ事が出来、撮影した子ど
もの写真や職員作成の写真付カードを多くの
利用者と共に見ることで皆が幸せな気持ちに
なった。

平成３０年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価H２９

年度
H３０
年度

子
育
て
親
子
の
交
流
の
場
の

提
供
と
交
流
の
促
進

1

ひろばタイム

14 15

166

季節行事
（お正月遊び・節分・ひなまつり・
節句・七夕・ハロウィン週間）

8

たんじょうび会 12

237

33 28

リーフレットやホームページを見て足を運んで
頂いた方が多かった。次回の来所に繋がる様
に丁寧に色々な事業を説明し、手厚い対応に
心がけた。初来館をし易い様に日にちを設定
し『毎月のおたより』に掲載している。

165

沢山の物語に出会える様に図書館の紙芝居
を活用した事で、日々来館の年齢を意識し何
をするか対応の選択が出来た。季節や教育的
な事も考慮したリズム遊びも喜んで貰え、継続
利用者に繋がっている。

夏の水遊び
※笠原児童館共催

2 5
遊び方や年齢で分かれて安全に楽しむ事が
出来る様に、沢山のプールを用意した。それに
よって、より水遊びを楽しむ事が出来た。

12

ひろばで知り合えた異年齢の子育て仲間が申
し合わせて参加し、仲間意識が高まった。職員
が手作りした『特別なお楽しみのペープサート』
を利用者が参加出来る工夫をした事で継続利
用者に繋がっている。

はじめてさんの日

【工作ランド】
（お正月手作り玩具・節分・
お雛様・こいのぼり・七夕飾り）
《大切な人へのプレゼント作り》
（父の日・敬老の日）
【にじいろ】※母親が主体の活動
コーラス・減塩甘口みそ作り・手
形足型アート・保湿ケアーで親子
のスキンシップ・フォルンでクリス
マスコンサート・ハンドマッサージ

9 20

【工作ランド】
個性豊かな親子で取り組んだ作品は好評で
『ひろばの看板事業』となっていて、次回も参
加したいと思って貰える事が継続利用者の
きっかけとなっている。
【にじいろ】
母親が主体で行う事で、個性を表現出来る場
であり交流を促進する活力になっている。ひろ
ばでの日常の会話で知り得た情報から母親の
特技をひろばで披露する機会を提案し、内容
は利用者側に任せる事で、より支え合い交流
も深まり、子育て目線で評価も高い。
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実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

項目
区
分

具体的内容

年度評価
平成２９年度の実施状況 平成３０年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価H２９
年度

H３０
年度

乳幼児 136 乳幼児 149

大人 124 大人 108

その他 0 その他 0

乳幼児 121 乳幼児 137

大人 92 大人 106

その他 0 その他 0

乳幼児 63 乳幼児 76

大人 50 大人 70

その他 0 その他 0

乳幼児 12 乳幼児 29

大人 9 大人 22

その他 0 その他 0

乳幼児 332 乳幼児 391

大人 275 大人 306

その他 0 その他 0

12 15

避難訓練
※笠原児童館共催

12 11

災害時の避難場所・経路（非常口より専用の
履物で避難する）等の確認等、日頃から避難
についての意識や知識をもって貰う事が出来
た。

企画行事（健康講座） 3 4
予防も含めて、病気や怪我などを職員の経験
談も交えて発表した事で、利用者側からの発
信がし易くなり、意見交流が深まった。

76 76

日常の会話の中で、子育てで困っている話題
が出来ると、利用者同士で共感したり、リアル
な子育て経験を直接聞く事が出来て『子育て
の仲間意識』も深まった。週３日の開所日だ
が、食を共にし長時間滞在し易い環境と、職員
や利用者同士の寄り添いの深さが、件数や人
数で表れている。

11
子
育
て
等
に
関
す
る
相
談

、

援
助
の
実
施

1

子育て相談

大きくなったかな 13

小計 104

数値によって我が子の成長を知る事が出来る
とあって、参加親子の増加となった。嫌がって
測定器に乗れなかった子が他児から影響を受
けて出来る様になった成長も含め喜び合う親
の姿があった。

102
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実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

項目
区
分

具体的内容

年度評価
平成２９年度の実施状況 平成３０年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価H２９
年度

H３０
年度

乳幼児 158 乳幼児 120

大人 174 大人 99

その他 0 その他 0

乳幼児 31 乳幼児 30

大人 27 大人 24

その他 0 その他 0

乳幼児 89 乳幼児 87

大人 90 大人 95

その他 0 その他 0

乳幼児 76 乳幼児 69

大人 85 大人 63

その他 0 その他 0

乳幼児 354 乳幼児 306

大人 376 大人 281

その他 0 その他 0

36

企画行事（わくわくパーク） 4

アフターバザー
（わくわくバザー後の提供）

10

小計 52 33

地
域
の
子
育
て
関
連
情
報
の
提
供

1

子育て情報
ちょっと話そう会

14 12

わくわくバザー 2

特に異年齢の他児に影響されて今までに無い
運動機能の育成に繋がり、屋外遊びは刺激も
大きい。必ず始めに皆で散歩をすることで自然
への気付きや、親子のリフレッシュにもなった。

2

譲り合いを目的とした『無料バザー』を、初夏と
秋に開催。初夏は子どもを預けて親のみの参
加が目立ち昨年より減少した為、秋は広報に
力を入れ色々な所にポスターの掲示をお願い
し、１００名以上の利用があり大盛況だった。

10

バザー当日、来られなかった方や、当日ゆっく
り落ち着いて見る事が出来なかった方々の声
からも『アフターバザー』の必要性を感じ『おた
より』に記載し情報を広める事が出来た。

17

『子育てに嬉しい情報』（夏休み等長期休みの
過ごし方等）を頂き、他の利用者にも共有出来
る様に廊下に掲示をして情報提供をし、喜ば
れている。ちょっと話そう会で出したテーマは、
他での話題作りになっていた。地域マップ作り
は完成されているので３０年度はカウントされ
ていない。

4
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実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

項目
区
分

具体的内容

年度評価
平成２９年度の実施状況 平成３０年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価H２９
年度

H３０
年度

乳幼児 77 乳幼児 92

大人 69 大人 82

その他 0 その他 0

乳幼児 81 乳幼児 40

大人 71 大人 29

その他 0 その他 0

乳幼児 89 乳幼児 78

大人 78 大人 69

その他 0 その他 0

乳幼児 10 乳幼児 8

大人 8 大人 6

その他 0 その他 0

乳幼児 257 乳幼児 218

大人 226 大人 186

その他 0 その他 0

さわやかママフラ

5

３０年度の初の試みとして『英語deハロウィン』
を児童館共催で行った。子育て関連の講習は
特に３つの『おとどけセミナー』は毎年好評で
ニーズを感じている。ハロウィンのイベントの英
語は親の関心も深くイベントを通して複数の親
子で英語を身近に感じ楽しんで頂いた。

14 13

妊婦以外の方でも参加可能にした事が、参加
人数の増加に繋がり、口コミで広がった。同期
や先輩ママの繋がりの場や、リフレッシュの場
になっている。

クックランド 1 1

ひな祭りに向けて、昔から伝わる『型もち』作り
を職員指導の下行った。親子で夢中になって
取り組み、複数の親子で作る事で、より楽しく
親睦が深まった。また伝承行事となった。

14 13

42 38

17 19

継続参加者も定着し、３０年度の『児童館まつ
り』（毎年親子ひろばも共催）の２回目の出演
だが先生不在の中、やる気や団結力が自信に
繋がり、動きや表現に成長が見られ、より楽し
む姿勢も高まった。

　　　　子育て関連講習
【おとどけセミナー】
（歯科衛生士さんのお話/幼稚園.
保育園情報の提供/幼児おやつ
作り）
『英語deハロウィン』
　交通安全教室

10

マタニティ講座
（ベビーヨガ・アルバム作り）

子
育
て
お
よ
び
子
育
て
支
援
に

関
す
る
講
習
等
の
実
施

1
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実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

項目
区
分

具体的内容

年度評価
平成２９年度の実施状況 平成３０年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価H２９
年度

H３０
年度

乳幼児 29 乳幼児 82

大人 27 大人 68

その他 0 その他 0

乳幼児 24 乳幼児 17

大人 34 大人 18

どの他 0 その他 0

乳幼児 78 乳幼児 129

大人 126 大人 88

その他 0 その他 22

乳幼児 186 乳幼児 115

大人 189 大人 138

その他 0 その他 0

乳幼児 130 乳幼児 24

大人 120 大人 23

その他 0 その他 0

乳幼児 147 乳幼児 111

大人 136 大人 90

その他 0 その他 0

乳幼児 0 乳幼児 0

大人 0 大人 0

その他 8 その他 21

乳幼児 6 乳幼児 3

大人 10 大人 2

その他 0 その他 0

乳幼児 600 乳幼児 481

大人 642 大人 427

その他 8 その他 43

25

父親の話題は関心が深く良い所・悪い所も含
め、お互い共感し合う所が多く、子育ての仲間
意識を高めた。父親の参加が難しい『パパズ
ホリデイ』の参加に繋がっている。

3 3

複数の家族が集い、他家族が影響し合いなが
ら良い体験が出来た。母子のみの参加も２組
可能にしたことで父親の参加出来ない家族支
援となり、子ども自身が他の父親と自然と関
わって遊ぶ事が出来た。

15

そ
の
他
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

自
主
的
な
事
業
の
実
施

2

パパのこと教えて

12 11

　企画行事　《出前ひろば》
（笠原幼稚園・ひまわり支援セン
ター・川南児童館・児童センター/
笠原児童館以外での『水遊び』）
《クリスマス会》

子どもスタッフ受け入れ
中高生ボランティア
※笠原児童館共催

パパズホリディ

14 12

笠原幼稚園や、児童館等の公共施設で、事業
を行い、地域にひろばを理解して頂く貴重な機
会である。公共施設が体験を通して理解でき
ると喜ばれている。

　　　　ひろばの年中行事
（春のお祝い会・七夕ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ・ガ
サガサ探検隊・うながっぱちゃんと
あそぼう・ハロウィンパーティ・笠原
児童館まつり・おもちつき会）   ※
笠原児童館共催

4 7

笠原児童館と同施設だからこそ、共催事業を
沢山行い協力し合える。ひろばのＯＢの参加
親子と触れ合う事が出来て、継続的な支援が
出来た。今年はハロウィンパーティーなど事業
を増やし参加者の増加に努めた。

　　各地域でのイベントへの参加
（アザレアまつり・いこまいまつり・
ふれあい福祉まつり･お正月ﾌｪｽ
ﾃｨﾊﾞﾙ）※笠原児童館共催

5

　　　　　ぎふ木育ひろば
（木育講座・クリスマスリース作
り）

18 5

木のおもちゃを利用し、木育に繋げる為の講
座を行った。木の感触の良さから手にする時
間が増え、子どもの遊びに工夫が生まれ、他
児からも影響されて遊びに変化が見られた。
（平成２９年度スタート）

4

地域に出向いて活動を行う事で、地域の方々
と交流が出来、この施設をより広く周知して理
解して頂ける様に、リーフレットとおたよりを配
布する貴重な機会となっている。

8 9

笠原児童館の共催事業で地域イベントのブー
スの手伝いを通して、複数の地域の方々と関
わり喜んで貰えた事が、自己肯定感を高めや
りがいに繋がっている。

５館児童館・センター共催事業
【ｺｰﾋﾟﾝｸﾞ講座】
※川南５館児童館・センター共催

2 1

『ストレスの上手な逃がし方』についての呼吸
法など子育てをしながら簡単に取り入れられそ
うな方法や、自分のストレスの原因を知る事な
ど、すぐに活用出来そうな内容で喜ばれた。
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